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【手続補正書】
【提出日】令和1年11月21日(2019.11.21)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　超音波を同方向に出力するように構成された複数の超音波スピーカ（２２Ａ，２２Ｂ）
と、
　要求される音波の到達距離に応じた信号を表す距離信号を取得し、該距離信号が示す到
達距離が大きくなるにつれて発音させる超音波スピーカが多くなるように、前記複数の超
音波スピーカのうちの発音させる超音波スピーカを表す少なくとも１つの発音スピーカ（
２２Ａ，２２Ｂ）を設定するように構成された発音設定部（１７：Ｓ１４０、Ｓ１５０、
Ｓ１６０）と、
　前記少なくとも１つの発音スピーカに対して、該発音スピーカに超音波を出力させるた
めの音波信号を提供するように構成された信号提供部（１８：Ｓ１５０、Ｓ１６０）と、
　を備え、
　前記到達距離を短く設定する際に発音させる超音波スピーカの周囲を、前記到達距離を
長く設定する際に発音させる超音波スピーカで囲んで配置される超音波出力装置（１）。
【請求項２】
　請求項１に記載の超音波出力装置であって、
　当該超音波出力装置を搭載する車両を搭載車両として、該搭載車両の走行速度を取得す
るように構成された速度取得部（１７：Ｓ１１０）、
　をさらに備え、
　前記発音設定部は、前記距離信号として前記走行速度を用いて、前記走行速度が大きく
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なるにつれて発音させる超音波スピーカが多くなるように、前記発音スピーカを設定する
　ように構成された超音波出力装置。
【請求項３】
　請求項１または請求項２に記載の超音波出力装置であって、
　前記複数の超音波スピーカは、互いに隣接して配置される
　ように構成された超音波出力装置。
【請求項４】
　超音波を同方向に出力するように構成された複数の超音波スピーカ（２２Ａ，２２Ｂ）
と、
　前記複数の超音波スピーカが搭載された車両の走行速度を取得するように構成された速
度取得部（１７：Ｓ１１０）と、
　前記走行速度を用いて、前記走行速度が大きくなるにつれて発音させる超音波スピーカ
が多くなるように、前記複数の超音波スピーカを制御する発音設定部と、
　を備え、
　発音させる超音波スピーカが少なくなるように設定する際に発音させる超音波スピーカ
の周囲を、発音させる超音波スピーカが多くなるように設定する際に発音させる超音波ス
ピーカで囲んで配置される超音波出力装置。
【請求項５】
　超音波を同方向に出力するように構成された複数の超音波スピーカ（２２Ａ，２２Ｂ）
による発音を制御する制御装置（１０）が実行する発音制御方法であって、
　要求される音波の到達距離に応じた信号を表す距離信号を取得し、該距離信号が示す到
達距離が大きくなるにつれて発音させる超音波スピーカが多くなるように、前記複数の超
音波スピーカのうちの発音させる超音波スピーカを表す少なくとも１つの発音スピーカを
設定する発音設定工程（１７：Ｓ１４０、Ｓ１５０、Ｓ１６０）と、
　前記少なくとも１つの発音スピーカに対して、該発音スピーカに超音波を出力させるた
めの音波信号を提供する信号提供工程（１８：Ｓ１５０、Ｓ１６０）と、
　を実施し、
　前記発音設定工程では、前記到達距離を短く設定する際に発音させる超音波スピーカの
周囲が、前記到達距離を長く設定する際に発音させる超音波スピーカで囲まれるように設
定される発音制御方法。
【請求項６】
　車両に搭載され、超音波を同方向に出力するように構成された複数の超音波スピーカ（
２２Ａ，２２Ｂ）の発音制御方法であって、
　前記車両の走行速度を取得し、
　前記走行速度が大きくなるにつれて発音させる超音波スピーカが多くなるように前記複
数の超音波スピーカを制御し、かつ、発音させる超音波スピーカが少なくなるように設定
する際に発音させる超音波スピーカの周囲を、発音させる超音波スピーカが多くなるよう
に設定する際に発音させる超音波スピーカで囲まれるように設定する
　超音波スピーカの発音制御方法。
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